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教科等で育てる授業改善の実践的授業研究 
 



  

第１学年〇組 道徳学習指導案 
 

指導者  〇〇 〇〇 
１．主題名  社会規範 ４－（１） 
 
２．資料名 「きいろいベンチ」 光文書院 
 
３．主題設定の理由 

○ 本主題は，「みんなで使うものはマナーを守って使おうとする心情を育てる」ことを主なね

らいとしている。 
公共物を大切に扱ったり，人に迷惑をかけないように心がけたりすることは，社会の一員

として大切なことである。しかし，今日，子どもたちのモラルの低下や公共心の欠如が指摘

されている。そこで，今までの幼年期教育において規範意識が芽生え，経験を通して規範を

守れる自信がついてきたことから，規範意識を学びやすい素地が作られてきた低学年におい

て，上記の主題に取り組むことは大変意義深いものである。 

○ 本学級の子ども達は，就学前の遊びなどの体験を通して，約束や決まりを守ることが大切

であることに気付き,実行しようと努力している。例えば，教師がいなくても砂遊びの道具を

取るために自分たちで順番に並んだり，クラスでの約束ができると，しっかり覚えて守ろう

としたりしている。しかし，まだ，自分本位なところがあり，何かに夢中になってしまうと，

自分がしたいことだけに思いが傾いてしまい,公共物や行為にまで考えが及ばないことがあ

る。 

そこで，この時期に本主題を取り上げ，人に迷惑をかけないようとすることの大切さにつ

いて考えさせたい。 
○ 本時の資料「きいろいベンチ」は，２人の子どもたちが雨上がりの公園で夢中になって遊

んでいるうちに，ベンチの上に土足で上がってよごしてしまい，そこに座って洋服を汚して

しまい困っている人の様子に気付き，はっとしたという内容である。 

本資料は，自分がしている行為が知らないうちに人々に迷惑をかけることがあることに気

付かせるのに適切な資料であると考える。  

そこで，本時指導にあたっては，導入の段階で，子どもたちが問題意識を持って取り組む

ことができるようにするために，公共物の使い方を思い起こさせ，本時のめあて「みんなで

つかうもののつかいかたについてかんがえよう。」へとつなげていく。 

展開前段においては，ベンチの上からグライダーを飛ばしている友だちの気持ちになって

考え，遊びに夢中になっている２人の子どもに共感させたい。次に，そのために汚れたベン

チに座って服を汚してしまった女の子を見たときの男の子たちの気持ちを考えさせ自分たち

の行動が他の人の迷惑になっていたことに気付かせたい。 

展開後段においては，公共の場での自分の行動について振り返らせる。このとき，自分の

経験を想起しやすくするために生活場面の写真を提示する。 

最後に，終末においては，「公共物を大切にすること」について教師の説話を行い，道徳的

実践への意欲につなげたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

４．本時のねらい 

みんなで使うものはマナーを守って使おうとする心情を育てる。 

  

５．準備   資料「きいろいベンチ」 挿絵，生活場面の写真 

       道徳ノート 

 

６．展開 

 学習活動と内容 教師の支援 
導
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１．「みんなで使うもの」にはどんなものがあるか考

え，本時のめあてについて話し合う。 

 

めあて 

 

 

 

 

２．「きいろいベンチ」を聞いて，発表しあう。 

 

（１） ベンチに上がってグライダーを飛ばしている

時の２人の気持ちについて考える。  

 

・ 遠くまで飛んでうれしい。 

・ 楽しいな。 

・ もっとしたいな。 

 

（２） おばあさんと女の子が困っている様子を見た

時の２人の気持ちを考える。 

 

・ どうしようかな。 

・ 謝りに行こうかな。 

・ 僕たちがベンチを汚したからこまっているん

だ。悪かったな。 

 

 

３．自分の生活をふり返る。 

 

・ ブックランドの様子                         

・ クラスのボール 

・ ほうき 

・ 机 

・ 中庭 

 

４．教師の説話を聞く。 

 

  

○ 公共の乗り物に乗ったと 

きのことなどを思い出させ

めあてへの問題意識に向か

わせる。 

 

 

 

 

○ 教師が場面の挿絵を指し

ながら話を読む。 

○ 役割演技をして考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自分の経験を想起しやす

くするために生活場面の写

真を提示する。 

 

 

 

 

 

○ 経験について話をする。 

 
 

 みんなでつかうもののつかいかたについて 
かんがえよう。 



  

７．板書 
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資料 （光文書院 副読本より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 
 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


